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刺激か ら反応 までの時間 を反応時間(Reaction
time;RT)という。本研究では集中力がRTに及
ぼす影響に着目し,その指標 となる脳波の随伴性
陰性変動(Contingent N gative Variation;CNV)
とRTとの関連性を解析 した。
顎口腔および手指に特記すべ き既往歴がない健
常成人20名を被験者 とした。顎運動 と指運動 の
測定は,被 験者のオ トガイ部 と指先に設置 した




に光が点灯 したら素早 く反応動作 を行 うように指
示 した。予告刺激として小 さなビープ音を,反 応
(命令)刺 激 として光刺激 を用いた。反応課題は
指屈曲,開 口および発語の3種 で,順 序はランダ
ムとした。RT測定の後に休憩 してか ら同様の3
























活動量 との間に逆相関関係が認め られ,開 口RT
の延長に反応開始時の集中力低下が大きく関わっ




たことを示 し,合図に反応 して俊敏に動作 しよう
とす る経験 が,指 屈曲よりも開口で不足 していた
ことが原因と推察 した。同じ開口動作 を伴 う発語
で練習効果が現れにくかったのは,発 語機能が生
後獲得 した機能であるため,発 語機能 を獲得する
過程で十分に練習 を重ねたことによると考えた。
以上の結果から,顎RTが集中力 と習熟度に関
係 した脳活動を反映することが明 らかにな り,顎
RT測定が顎機能検査の指標とな りうることが確
かめ られた。









申請者か ら明確 な回答が得 られた。また審査委員
より1)方 法,結 果,考 察の一部,2)図 表の一
部について修正箇所が指摘され,後 日,適 切に修
正 されたことを確認 した。
本論文は,顎RTに関す る新たな知見を示 した
ものであり,今後の顎機能検査法の確立に寄与す
るものであることを認め,申 請者は学位授与に値
すると判定 した。
